
岩国断層帯について

従来評価
海域部の調査結果（セグメント区分
がある場合はこの列を追加）

海陸を合わせた結果

１．断層帯の位置・形態

（１）断層帯を構成する断層 大竹断層、岩国断層、廿木峠（はた
きとうげ）断層、小畑（おばた）断層、
熊毛断層、徳山市北の断層、大河内
（おおかわち）断層

光市沖の断層帯 光市沖の断層帯は，大河内断層もし
くは中田ほか（2008）に示された島田
川河口北西に位置する２条の断層の
いずれかに連続する可能性がある．
*1

（２）断層帯の位置・形状

地表における断層帯の位置・形状

　断層帯の位置（両端の緯度・経度） （北東端）北緯３４°１５′東経１３
２°１３′

（北東端）北緯３４°１５′東経１３
２°１３′

（南西端）北緯３４°０５′東経１３
１°４７′

（南西端）北緯３４°０５′東経１３
１°４７′

　長さ 約４４ｋｍ 約４４km

　地下における断層面の位置・形状 地表での長さ・位置と同じ 地表（海底）での位置と同じ 地表（海底）での長さ・位置と同じ

　上端の深さ ０ｋｍ ０ｋｍ ０ｋｍ

　一般走向 Ｎ６０°Ｅ（全体）
（ただし、東部ではほぼ北東－南西方
向、西部ではほぼ東西方向）

不明*1 不明

　傾斜 高角、北西傾斜
（地表付近）

ほぼ垂直（地表付近） 高角，北西傾斜~ほぼ垂直
（地表付近）

　幅 ２０ｋｍ程度 不明 不明

（３）断層のずれの向きと種類 右横ずれ断層
（北西側隆起の逆断層成分を伴う）

横ずれ断層 右横ずれ断層

２．断層の過去の活動

（１）平均的なずれの速度 不明 不明 不明

（２）過去の活動時期 活動１（最新活動時期）
約１万－１万１千年前

活動１（最新活動時期）
約８千年前以後，２千４百年前以前

*2

活動２（１つ前の活動時期）
約２万８千年前以後

活動２（１つ前の活動時期）
Hik-e面構成層堆積以降、Hik-d’ 面
構成層堆積以前

活動３（２つ前の活動時期）
Hik-f面構成層堆積以降、Hik-e’ 面
構成層堆積以前

活動４（３つ前の活動時期）
Hik-g面構成層堆積以降、Hik-f面構
成層堆積以前

（３）１回のずれの量と平均活動間隔

　１回のずれの量 ２m程度
（右横ずれ成分）

不明

　平均活動間隔 約９千－１万８千年 不明*3

（４）過去の活動区間 断層帯全体で１区間 不明 不明

備考

*3：Hik-d’面が最終氷期の浸食面であると仮定し，最終氷期の浸食面の年代が21,500年前である（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2004a）と
すると，平均活動間隔は，19,130年から13,550年以上となる．しかし，最終氷期の浸食面は，より下位の反射面に相当する可能性もあり，その場合平均
活動間隔は短くなる．

*1：中国電力株式会社上関原子力発電所の原子炉設置許可申請にあたり，岩国断層帯南西海域部の音波探査（エアガン，ウォーターガン）が実施され
ている．この調査の結果，光市沖に南北走向の断層が確認されている．本調査で発見した光市沖の断層帯は，この断層の延長部に位置している．

*2：陸域と海域部での最新活動時期の違いが、真に断層活動時期の違いを反映しているのか、堆積物の欠損によるイベント層準の欠落なのかは判断
できない．



極浅部音波探査 高分解能マルチチャンネル音波探査

発振系 音源 ソノプローブ ブーマー

出力 36J 300J

発振間隔 0.3秒 1秒

音源深度 0.95m 0.3m

受信系 チャンネル数 1 12

チャンネル間隔 - 3.125m

受信機深度 1.15m 0.3m

記録系 記録範囲・記録時間 0~50m 0.6秒

サンプル間隔 - 0.125ミリ秒

記録フォーマット プロッターによる記録紙出力 SEG-Y形式

プロッターによる記録紙出力



TP-1-4 wood 273451 1 AMS -26.2 1070 ± 40 1059 - 926
TP-1-10 wood 275006 1 AMS -26.8 1670 ± 40 1697 - 1420
TP-1-18 wood 273453 1 AMS -28.3 3750 ± 40 4237 - 3985
TP-1-24 wood 273454 1 AMS -30.1 7010 ± 50 7948 - 7723
TP-1-27 wood 273455 1 AMS -29.4 7620 ± 50 8541 - 8356
TP-2-10 wood 275008 2 AMS NA 2510 ± 40 2745 - 2371
TP-2-13 wood 273458 2 AMS -32.1 3090 ± 40 3391 - 3212
TP-2-20 wood 273459 2 AMS NA 7150 ± 50 8152 - 7855
TP-2-21 wood 273460 2 AMS -30.2 7900 ± 50 8979 - 8594
TP-3-3 wood 273461 3 AMS -27.7 4130 ± 40 4823 - 4531
TP-3-9 wood 273462 3 AMS -29.5 7890 ± 50 8979 - 8590
TP-3-14 wood 273463 3 AMS -27.7 24600 ± 160 30128 - 28915
TP-3-16 organic sediment 273464 3 AMS -20.9 24290 ± 150 29490 - 28581
TP-3-18 wood 273465 3 AMS -27.9 26950 ± 180 31512 - 31081
TP-4-3 wood 273467 4 AMS -24.7 31530 ± 270 36590 - 35214

Conventional 14C
age (yBP)

Calibrated age
(Cal yBP; ±2σ)

Code No.
(Beta-)

δ13C
(‰）

Sample No. Material Core No. Method
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図５．岩国断層帯周辺地域の重力図
重力図作成には，産業技術総合研究所地質調査総合センターの重力データベースを使用した．
５a．ブーゲー異常図
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５b．水平微分図
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５c．上方接続残差図 
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図 16．岩国断層帯及び宇部沖断層群のイベントダイアグラム




